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六
年
八
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東
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公
文
書
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一
、
史
料 

「
日
記
言
上
之
控
」
（
宝
永
三
年
九
月
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

   

今
回
は
、
江
戸
の
町
名
主
の
記
録
の
う
ち
、
宝
永
三
年
（
一
七

〇
六
）
九
月
八
日
に
発
生
し
た
、
猫
が
大
八
車
に
牽
か
れ
る
と
い

う
事
件
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

日
常
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
何
気
な
い
事
件
の
裏
に
、
当
時

の
社
会
状
況
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
び
と
が
暮
ら

し
た
江
戸
の
町
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
ま
で
の
、
古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
で
取
り
上
げ
た

く
ず
し
字
よ
り
も
難
解
で
す
が
、
早
速
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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【
解
読
文
】 

 
戌
九
月
八
日
午
刻 

一
通
三
丁
目
代
地
五
兵
衛
申
上
候
私
店
弥
兵
衛 

と
申
菓
（
「
子
」
脱
ヵ
）
屋
仕
候
者
之
猫
内
よ
り
走
出
候
所
へ 

黒
虎
毛
之
男
猫
欠
込
候
而
代
八
車
牽
通
り 

右
之
猫
牽
殺
候
間
車
引
三
人
共
ニ
留
置 

遠
江
守
様
御
番
所
江
申
上
三
御
帳
ニ
付
御
検 

使
申
請
候 

 
 

 
 

御
検
使 

上
田
市
郎
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
坂
十
郎
右
衛
門
殿 

右
口
書
相
済
今
暮
六
ツ
時
御
番
所
江
罷
出 

御
僉
義
之
上
車
引
三
人
共
ニ
牢
舎
被
仰 

付
候
此
旨
三
御
番
所
へ
御
届
申
上
候
猫
死
骸 

之
義
者
箱
ニ
入
候
而
念
ヲ
入
埋
可
申
候
旨 

被
仰
付
候 

 
 

 
 

右
弥
兵
衛
居
店
路
次
通
り
方
へ
埋
申
候
則
名
主 

 
 

 
 

五
人
与
立
合
見
分
仕
候 

車
引
共
所
付 

 
 

 
 

 
 

 

久
五
郎
店
徳
兵
衛
出
居
衆 

 

権
三
郎 

呉
服
町 

 
 

善
五
郎
店
九
右
衛
門
出
居
衆 

弥
五
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 

久
五
郎
店
与
兵
衛
出
居
衆 

 

長
介 

 

【
読
み
下
し
例
】 

 

戌
（
宝
永
三
年
）
九
月
八
日
午
刻
（
正
午
） 

一
、
通
三
丁
目
代
地
五
兵
衛
申
し
上
げ
候
。
私
店
弥
兵
衛 

と
申
す
菓(

「
子
」
脱
ヵ)

屋
仕
り
候
者
の
猫
、
内
よ
り
走
り
出
で
候
所
へ 

黒
虎
毛
の
男
猫
欠
け
込
み
候
て
、
代
八
車
牽
き
通
り 

右
の
猫
牽
き
殺
し
候
間
、
車
引
三
人
共
に
留
め
置
き 

遠
江
守
様
御
番
所
え
申
し
上
げ
、
三
御
帳
に
付
け
、
御
検 

使
申
し
請
け
候
。 

 
 

 
 

御
検
使 

上
田
市
郎
右
衛
門
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
坂
十
郎
右
衛
門
殿 

右
口
書
相
済
み
、
今
暮
六
つ
時
御
番
所
え
罷
り
出
で 

御
僉
義
の
上
、
車
引
三
人
共
に
牢
舎
仰
せ 

付
け
ら
れ
候
。
此
旨
三
御
番
所
へ
御
届
け
申
し
上
げ
候
。
猫
死
骸 

の
義
は
箱
に
入
れ
候
て
、
念
を
入
れ
埋
め
申
す
べ
く
候
旨 

仰
せ
付
け
ら
れ
候
。 

 
 

 
 

右
弥
兵
衛
居
店
路
次
通
り
方
へ
埋
め
申
し
候
。
則
ち
名
主
・ 

 
 

 
 

五
人
与
立
ち
合
い
見
分
仕
り
候
。 

車
引
共
所
付
け 

 
 

 
 

 
 

 

久
五
郎
店
徳
兵
衛
出
居
衆 

 

権
三
郎 

呉
服
町 

 
 

善
五
郎
店
九
右
衛
門
出
居
衆 

弥
五
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 

久
五
郎
店
与
兵
衛
出
居
衆 

 

長
介 

 



古文書解読チャレンジ講座 第１６回  猫、大八車に牽かれる 

- 4 – 

○ｃ  Tokyo Metropolitan Archives. All rights reserved. 

【
語
句
説
明
】 

 
○
遠
江
守
（
と
お
と
う
み
の
か
み
） 

中
町
奉
行
の
丹
羽
長
守
の
こ
と
。
一

五
〇
〇
石
の
旗
本
。
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
閏
八
月
に
長
崎
奉
行
よ
り

転
任
し
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
正
月
に
辞
し
て
寄
合
に
列
す
る
。
（
『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
一
） 

 

○
三
御
帳
（
さ
ん
お
ん
ち
ょ
う
） 

各
町
奉
行
所
に
備
え
ら
れ
た
「
言
上
御

帳
」
の
こ
と
。
中
町
奉
行
所
が
未
設
置
の
時
期
に
は
「
両
御
帳
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
中
町
奉
行
所
を
加
え
た
三
奉
行
所
と
い
う
こ
と
を
反

映
し
て
「
三
御
帳
」
と
称
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
吉
原
健
一
郎
「
十
七

世
紀
の
江
戸
町
方
史
料
（
１
）
―
『
日
記
言
上
之
控
』
（
元
禄
十
三
年
）
―
」

『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
十
四
号
） 

 

○
三
御
番
所
（
さ
ん
ご
ば
ん
し
ょ
） 

北
・
中
・
南
と
い
う
三
つ
の
町
奉
行

所
の
総
称
。
「
番
所
」
と
は
町
奉
行
所
の
こ
と
で
、
当
時
は
北
・
中
・
南
と

い
う
三
つ
の
町
奉
行
所
が
存
在
し
て
お
り
、
総
じ
て
「
三
番
所
」
と
称
し
た
。

理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
新
た
に
呉
服
橋
内
の

南
側
に
中
町
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
廃
止
さ
れ

る
ま
で
三
奉
行
体
制
が
と
ら
れ
た
。
（
『
江
戸
学
事
典
』
） 

 

○
五
人
与
（
ご
に
ん
ぐ
み
） 

五
人
組
の
こ
と
。 

 

○
出
居
衆
（
で
い
し
ゅ
う
） 

当
史
料
に
お
け
る
「
出
居
衆
」
と
は
同
居
人

の
こ
と
。
例
え
ば
「
久
五
郎
店
徳
兵
衛
出
居
衆
」
の
「
権
三
郎
」
と
は
、
久

五
郎
と
い
う
家
主(

家
守)

が
管
理
す
る
店(

賃
貸
用
の
建
物
ま
た
は
部
屋)

を
借
り
て
い
る
徳
兵
衛
と
同
居
の
権
三
郎
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
般
に

は
、
自
分
自
身
で
は
店
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
都
市
に
滞
留
し
て

い
る
日
雇
い
稼
ぎ
の
者
で
あ
る
。 

 

【
解
釈
】 

 

今
回
の
事
件
は
、
通
三
丁
目
（
現
・
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
）
代
地
の
五

兵
衛
か
ら
の
訴
え
で
す
。
五
兵
衛
が
貸
し
た
店
で
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
た
弥

兵
衛
の
飼
い
猫
が
内
よ
り
飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
へ
、
黒
虎
毛
の
雄
猫
が
駆
け

込
み
、
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た
大
八
車
に
牽
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事

件
で
す
。 

 

大
八
車
を
引
い
て
い
た
人
足
三
名
は
そ
の
場
に
留
め
置
か
れ
、
町
役
人
ら

が
中
町
奉
行
所
へ
届
け
出
て
、
言
上
帳
に
記
載
の
上
、
検
使
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
検
使
役
人
と
し
て
、
上
田
市
郎
右
衛
門
・
高
坂
十
郎
右
衛

門
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

検
使
役
人
に
よ
る
取
調
書
の
作
成
が
終
わ
り
、
奉
行
所
へ
出
頭
し
た
の
は

暮
六
つ
時
（
午
後
六
時
頃
）
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
奉
行
所
で
の
取
調
べ
の

結
果
、
車
引
の
三
名
は
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
旨
を
各
奉

行
所
へ
も
報
告
し
ま
し
た
。 

 

猫
の
死
骸
は
、
箱
に
入
れ
て
入
念
に
埋
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
名
主
や

五
人
組
が
立
ち
合
い
の
上
、
弥
兵
衛
の
店
の
あ
る
通
り
の
端
へ
埋
葬
さ
れ
ま

し
た
。 

 

車
引
き
人
足
の
者
た
ち
は
、
呉
服
町
の
久
五
郎
店
徳
兵
衛
方
の
出
稼
ぎ
奉

公
人
で
あ
る
権
三
郎
と
長
介
、
同
じ
く
善
五
郎
店
久
右
衛
門
方
の
出
稼
ぎ
奉

公
人
で
あ
る
弥
五
兵
衛
で
し
た
。 

 

三
、
史
料
解
説 

■
高
野
家
文
書
「
日
記
言
上
之
控
」 

古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
の
第
一
回
で
登
場
し
た
「
撰
要
永
久
録
」

と
同
じ
く
、
南
伝
馬
町
の
伝
馬
役
・
名
主
を
勤
め
た
高
野
家
の
史
料
群
（
高

野
家
文
書
）
の
な
か
の
一
つ
で
す
。
高
野
家
は
屋
敷
の
あ
っ
た
南
伝
馬
町
の

ほ
か
、
通
三
丁
目
代
地
や
南
鞘
町
・
南
塗
師
町
な
ど
複
数
の
町
名
主
も
兼
帯

し
て
い
ま
し
た
。 

表
題
に
も
あ
る
「
言
上
」
と
は
、
町
奉
行
所
の
重
要
書
類
で
あ
る
「
言
上

帳
」
に
記
載
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
東
京
府
が
作
成
し
た
明
治
二
年
（
一
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八
六
九
）
か
ら
同
四
年
ま
で
の
「
言
上
帳
」
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
解
読
チ

ャ
レ
ン
ジ
講
座
の
第
三
回
か
ら
第
八
回
ま
で
で
扱
っ
て
い
ま
す
。 

言
上
帳
は
、
町
奉
行
所
で
毎
月
一
冊
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
実
務
担
当
者

で
あ
る
当
番
与
力
が
管
理
す
る
書
類
（
言
上
帳
、
御
用
留
、
捕
者
帳
、
書
上

帳
、
日
記
、
言
送
帳
、
手
形
帳
、
牢
帳
、
記
事
条
例
、
当
番
心
得
留
、
旧
記

留
、
諸
事
留
）
の
な
か
で
筆
頭
の
も
の
で
し
た
。 

町
よ
り
奉
行
所
へ
上
げ
ら
れ
る
日
々
の
訴
は
、
管
轄
す
る
町
名
主
が
下
調

べ
を
行
い
、
町
法
に
沿
っ
て
訴
状
を
認
め
、
町
名
主
・
月
行
事
・
家
持
・
家

主
な
ど
が
附
き
添
っ
て
月
番
の
町
奉
行
所
へ
出
頭
し
て
届
け
出
る
と
い
う

流
れ
を
踏
み
ま
し
た
。
後
日
の
証
拠
の
た
め
に
言
上
帳
附
を
願
い
出
る
場
合

と
、
諸
届
の
よ
う
に
言
上
帳
に
記
載
し
な
い
場
合
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
取
り
上
げ
た
史
料
は
、
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
か
ら
正
徳
元
（
一

七
一
一
）
年
ま
で
を
編
年
体
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
言
上
帳
附
を
申
請
し
た

際
の
名
主
の
控
え
、
も
し
く
は
町
奉
行
所
の
言
上
帳
か
ら
関
係
箇
所
を
書
き

抜
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
九
二
九
件
に
及
ぶ
事
件
・
事
故
な
ど
が
収
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

言
上
帳
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
盗
難
窃
盗
、
喧
嘩
口
論
、
欠
落
出
奔
、

捕
り
物
や
処
罰
、
捨
子
迷
子
や
行
倒
れ
、
跡
式
相
続
な
ど
日
々
の
江
戸
の
町

で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
、
出
稼
ぎ
奉
公
人
や
日
雇
な
ど
の
下
層
民
が
主
役
と

い
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
元
禄
と
い
う
時
代
の
庶
民
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。 

こ
の
「
日
記
言
上
之
控
」
は
、
史
料
を
翻
刻
し
た
も
の
が
『
南
伝
馬
町
名

主
高
野
家 

日
記
言
上
之
控
』
（
東
京
都
、
一
九
九
四
年
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

＊
吉
原
健
一
郎
「
十
七
世
紀
の
江
戸
町
方
史
料
（
１
）
―
『
日
記
言
上

之
控
』
（
元
禄
十
三
年
）
―
」
（
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
十
四

号
） 

『
南
伝
馬
町
名
主
高
野
家 

日
記
言
上
之
控
』
（
東
京
都
、
一
九
九
四

年
） 

 

■
〝
解
放
〟
さ
れ
た
猫 

現
在
、
多
く
の
人
が
目
に
す
る
の
は
、
首
輪
で
繋
が
れ
た
犬
、
野
放
し
の

猫
と
い
う
光
景
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
絵
巻
物
や
屏
風
絵
を
見
る
と
、
番
犬
と

し
て
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
た
犬
と
は
反
対
に
、
猫
は
屋
内
で
紐
に
繋
が
れ

て
い
た
様
子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
、
経
典
を
鼠
か
ら
守
る

た
め
に
中
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
が
経
つ

と
と
も
に
ペ
ッ
ト
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
首
輪
や
紐
で

繋
が
れ
て
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

〝
犬
は
繋
が
れ
、
猫
は
放
し
飼
い
〟
と
い
う
光
景
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
京
都
で
発
布
さ
れ
た
猫
放
し
飼
い
令
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
、
京
都
の
都
市
化
に
伴
っ
て
鼠
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
都
市
政
策
の
一
つ
と
し
て
京
都
町
奉
行
所
は
猫
の
放
し
飼
い
を
命

じ
ま
し
た
（
『
猫
の
草
子
』
、
『
時
慶
卿
記
』
）
。 

 

そ
れ
以
後
も
、
猫
は
人
気
の
あ
る
高
価
な
ペ
ッ
ト
と
し
て
愛
好
さ
れ
て
お

り
、
他
人
に
盗
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
飼
い
主
に
よ
っ
て
、
依
然
と
し
て

紐
で
繋
が
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
生
類
憐
み
令
に
関
連
し
て
出
さ

れ
た
犬
猫
の
放
し
飼
い
令
で
す
。
こ
こ
で
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
七

月
に
出
さ
れ
た
触
書
（
高
野
家
文
書
「
撰
要
永
久
録 

御
触
事
」
／
『
東
京

市
史
稿
』
産
業
篇
第
七
所
収
）
の
読
み
下
し
文
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。 

  

一
、
先
日
申
し
渡
し
候
通
り
、
御
成
り
遊
ば
さ
れ
る
御
道
筋
へ
犬
猫
出
し

申
し
候
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
間
、
何
方
の
御
成
り
の
節
も
犬
猫
つ
な
ぎ

候
事
無
用
た
る
べ
き
も
の
な
り 

  

内
容
は
、
先
達
て
将
軍
の
お
成
り
の
際
に
そ
の
道
筋
へ
犬
猫
を
出
し
て
も

咎
め
な
い
と
い
う
触
書
を
出
し
た
の
で
、
お
成
り
の
際
は
犬
猫
を
繋
ぎ
止
め

て
お
く
必
要
は
な
い
と
い
う
触
書
が
改
め
て
出
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

＊
『
猫
の
草
子
』
（
『
日
本
古
典
文
学
全
集
三
六 

御
伽
草
子
集
』
小
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学
館
、
一
九
七
四
年
） 

上
田
穣
「
歴
史
家
の
み
た
御
伽
草
子
『
猫
の
さ
う
し
』
と
禁
制
」（
『
奈

良
県
立
大
学
研
究
季
報
』
二
〇
〇
三
年
） 

黒
田
日
出
男
『
絵
画
史
料
で
歴
史
を
読
む
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇

四
年
） 

『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
七
（
東
京
都
、
一
九
六
〇
年
） 

 

■
日
常
の
輸
送
手
段
、
大
八
車
の
登
場 

大
八
車
と
は
、
江
戸
時
代
前
期
以
降
に
江
戸
の
ほ
か
城
下
町
な
ど
で
広
く
使

用
さ
れ
た
荷
車
の
こ
と
で
す
。 

江
戸
で
は
当
初
、
牛
に
荷
車
を
牽
か
せ
た
牛
車
や
、
動
き
や
す
い
よ
う
に

車
輪
を
下
部
に
取
り
付
け
た
長
持
（
車
長
持
）
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
車
長
持
は
、
明
暦
の
大
火
の
際
に
道
を
塞
い
で
混
雑
を
助
長
し

た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
は
使
用
禁
止
と
さ
れ
ま
し
た
。
明
暦
の
大
火
後
に
は

各
地
で
多
く
の
普
請
が
行
わ
れ
た
め
、
迅
速
か
つ
容
易
に
物
資
を
運
ぶ
こ
と

の
で
き
る
輸
送
手
段
と
し
て
、
木
挽
町
周
辺
の
牛
車
大
工
が
考
案
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

名
称
の
由
来
は
、
人
間
の
八
人
分
の
運
搬
を
す
る
と
い
う
意
味
で
「
代
八
」

と
も
、
車
台
の
大
き
さ
が
八
尺
（
約
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
た
め
「
大

八
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
は
牛
も
引
き
ま
し
た
が
、
の
ち
に
人
の
み
が
牽
く
も
の
と
し
て
流
行

し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
坂
な
ど
で
は
大
八
車
は
利
用
さ
れ
ず
、
板
車
（
べ
か

車
）
が
流
行
し
ま
し
た
。 

＊
『
国
史
大
辞
典
』 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』 

 

■
犬
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
生
類
憐
み
令 

な
ぜ
猫
を
牽
い
た
三
人
の
車
引
き
は
、
牢
舎
に
ま
で
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
代
表
的
な
政
策

で
あ
る
「
生
類
憐
み
令
」
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

綱
吉
の
生
類
憐
れ
み
令
と
い
う
と
、
犬
を
連
想
す
る
人
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
「
生
類
憐
み
令
」
と
は
こ
の
時
代
に
出
さ
れ
た
関
連
法
令
の
総
称

で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
犬
以
外
に
牛
・
馬
・
鳥
類
な
ど
、
さ
ら
に
捨
子
の

禁
止
や
孝
行
道
徳
な
ど
人
も
含
め
た
「
生
類
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。 

生
類
憐
み
令
は
、
四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
に
権
勢
を
振
る
っ
た
堀
田
正
俊

が
死
去
し
た
翌
年
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
、
先
述
し
た
将
軍
が
通
る
道

筋
に
犬
や
猫
が
出
て
き
て
も
お
構
い
な
し
と
い
う
町
触
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
綱
吉
の
死
去
し
た
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
ま
で
の

間
に
一
〇
〇
件
以
上
の
触
れ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

武
断
か
ら
文
治
と
い
う
世
の
中
の
流
れ
の
な
か
で
、
殺
伐
と
し
た
気
風
を

払
拭
し
、
仁
や
慈
悲
を
期
待
す
る
と
い
う
施
策
で
す
。
儒
教
と
仏
教
の
思
想

に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
頂
点
に
立
つ
将
軍
の
も
と
で
生
類
を
幕
府
の
庇

護
・
管
理
下
に
置
こ
う
と
す
る
現
れ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
綱
吉
は
強
い
将
軍
権
力
の
も
と
で
の
中
央
集
権
的
な
国
家
像
を
構

想
し
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
の
思
考
の
み
で
こ
れ
だ
け
社
会
を
急
変
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
く
、
世
上
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。 

意
図
的
で
な
い
に
せ
よ
、
生
類
で
あ
る
猫
を
殺
生
し
て
し
ま
っ
た
車
引
き

人
足
ら
は
、
当
時
の
法
令
に
し
た
が
っ
て
入
牢
を
申
し
付
け
ら
れ
た
の
で
し

た
。 

＊
塚
本
学
『
生
き
る
こ
と
の
近
世
史
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

大
石
学
編
『
徳
川
歴
代
将
軍
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
） 

 

今
回
取
り
上
げ
た
史
料
は
短
文
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
八
車
の
登
場
、
猫

の
解
放
、
生
類
憐
れ
み
令
は
、
徳
川
の
世
と
い
う
新
し
い
時
代
、
そ
の
な
か

で
も
徳
川
政
権
確
立
期
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ

の
時
代
が
産
み
出
し
た
〝
悲
劇
〟
を
端
的
に
伝
え
る
も
の
と
い
え
ま
す
。 

（
完
） 


